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甲南女子大：大学全体では４年連続減少、全学部減少      一般：-676 人 共テ：-432 人 

 
COMMENT   ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 

大学全体では、女子大を取り巻く厳しい環境や年内入試へのシフトもあって、1,108 人(72)の大幅減少で４年連続減少、2019

年度対比では約 70％減少。学部別では、５学部全てが減少。特に、国際(61)、人間科学(63)、文(73)はいずれも大幅減少。方

式別では、一般方式は 676 人(74)の大幅減少で３年連続大幅減少。共通テスト利用方式は 432 人(68)の大幅減少で５年連続大

幅減少。 

<一般方式> 

○文(76)は、2020 年度の改組翌年から３年連続大幅減少。学科別でも、(日本語日本文化)(72)、(メディア表現)(79)の２学科

はいずれも３年連続大幅減少。 

○国際(60)は、コロナ禍による系統への人気低下の影響もあって、2020 年度の改組の翌年から３年連続大幅減少。学科別でも、

(国際英語)(56)、(多文化コミュニケーション)(65)の２学科はいずれも３年連続大幅減少。 

○人間科学(65)は、３年連続大幅減少で４年連続減少。学科別でも、４学科全てが３年連続大幅減少。(文化社会)(53)、(総合

子ども)(62)、(心理)(74)、(生活環境)(75)はいずれも減少率 25％以上。 

○看護リハビリテーション(89)は、３年連続減少。学科別では、(看護)(88)は減少で 2020 年度以降前年度の反動による増減が

継続。(理学療法)(96)はやや減少で 3 年連続減少。 

○医療栄養(92)は、前年度増加の反動で減少。2020 年度以降前年度の反動による増減が継続。 

＜共通テスト利用方式＞ 

○文(69)は、2020 年度の改組翌年から３年連続大幅減少。学科別では、(メディア表現)(69)、(日本語日本文化)(70)の２学科

はいずれも５年連続大幅減少。 

○国際(61)は、コロナ禍による系統への人気低下の影響もあって、2020 年度の改組の翌年から３年連続大幅減少。学科別でも、

(国際英語)(51)、(多文化コミュニケーション)(71)の２学科はいずれも３年連続大幅減少。 

○人間科学(60)は、４年連続大幅減少で 5 年連続減少。志願者数は 400 人を下回った。学科別でも、４学科全てが５年連続減

少。 

○看護リハビリテーション(88)は、３年連続減少。学科別では、(看護)(86)は３年連続減少、(理学療法)(97)は実人数１人のみ

の減少だが３年連続減少。 

○医療栄養(114)は、２年連続減少の反動で増加たが、志願者数は２年連続で 50 人を下回った。 
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一般方式 共テ利用方式
※前年度の志願者数を100とする指数

※学部名の下の数値は学部全体の指数


